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今後の予定及びロードマップ

10

～2015 2016 2017 2018
衛星等によるリモートセンシング技術の開発

複数機械の無人稼働等の要素技術の開発

栽培データと統合オミクス解析による品質性・収量性に関わる因子の特定

ファインバブルの制御技術の確立

要
素
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術
の
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光、音響等による害虫行動制御や化学物質による抵抗性誘導のメカニズム解明

新たなゲノム編集技術の基本部分の確立

オミクス解析技術を育種に応用するための要素技術の開発

ゲノム編集技術を活用した画期的な農水産物の開発

NBTによる農林水産物に対する国民の受容レベルを推測するためのデータの収集

脳・身体ロコモーション機能を改善する次世代機能性農林水産物・食品の解析基盤の確立

食と運動による相乗的な効果の解析基盤の確立

林地残材を収集し、リグニン等を高付加価値用途に利用できる製造工程技術等の開発

藻類からの有用成分の効率的な抽出技術の開発

貝毒等生理活性物質標準品、精製技術の開発

国産ゲノム編集技術等による画期的な農水産物の育種
素材の作出及びその社会実装に向けた具体的な戦略の策定

収量、糖分等の制御技術の開発

・化学農薬依存から脱却する新たな病害虫管理体系の現地実証
・生物機能を活用する次世代作物保護剤の開発と実用化

林地残材からの高付加価値材料の実用化

統合された技術の大規模経営体における現地実証等

・ 次世代機能性農林水産物・食品を10個以上開発
・ 食と運動による相乗的な効果を検証

発情検知センサ、牛体内駆動センサ等の開発

高温障害等の予測技術の開発

自動水管理制御技術の開発

多圃場管理システムの開発

ホメオスタシス維持効果測定技術の開発
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 開発した要素技術の取捨選択・パッケージ化を⾏うとともに、国内外の市場への展開を⾒据え、
その動向や、ユーザー、消費者・実需者のニーズに⽴脚した出⼝戦略を構築することにより、
研究開発期間終了時における成果の実用化・事業化に向け着実に進⾏。

研究開発項目間
の連携強化

技術のパッケージ化
出口戦略の構築






